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●アウトライン 

１．生きながらの死から命へ 

・「罪のために死んでいた」（1節）とは 

・聖書が語る 3つの死（①心･魂の死、②肉体の死、③永遠の死） 

・生きながらも、心が死んだ状態にある私たち 

・しかし、神は私たちをキリストと共に生かし、キリストと共に復活させてくださった。 

・キリストによる新しい命（永遠の命） 

２．キリストと共に天の座に着く 

 ・「共に天の王座に着かせてくださいました」（6節）とは 

 ・新しい命の内に生きるとは、天を見上げて歩むこと。 

 ・「スルスム・コルダ（心を高く上げよ）」 

 

●聖書箇所 

【創世記 3章 19節、旧約 5ページ】 

「お前は顔に汗を流してパンを得る／土に返るときまで。お前がそこから取られた土に。

塵にすぎないお前は塵に返る。」 

 

【コリントの信徒への手紙二 4章 16-18節、新約 329-330ページ】 

「だから、わたしたちは落胆しません。たとえわたしたちの『外なる人』は衰えていくとし

ても、わたしたちの『内なる人』は日々新たにされていきます。わたしたちの一時の軽い艱

難は、比べものにならないほど重みのある永遠の栄光をもたらしてくれます。わたしたち

は見えるものではなく、見えないものに目を注ぎます。見えるものは過ぎ去りますが、見え

ないものは永遠に存続するからです。」 

 


